
省スペース大電流交流電源

交流電源の大容量化には、マスタースレーブ機能を用いて並列動作させることで大容量化する方法が一般的でした。しかし複数台の交流電
源を並列化させることが必要なため、当然ながら台数分のスペースが必要になり、設置場所を確保するのも大変です。これに対して大容量
向けの容量別にラインナップされた交流電源を使用すれば、省スペース及び低コストにて導入することができます。

　

製品情報

大容量プログラマブル交流電源「QAシリーズ」

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/55/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/ac/quad-e/

